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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年5月27日(2010.5.27)

【公表番号】特表2009-533530(P2009-533530A)
【公表日】平成21年9月17日(2009.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2009-037
【出願番号】特願2009-505509(P2009-505509)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  61/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  12/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  16/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  61/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/12    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  12/20    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  16/24    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   1/12    　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｌ 101/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月7日(2010.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳｅまたはＴｅの少なくとも１つのヘテロ原子を有する少なくとも１つの本質的に導電
性のポリマーと；
　少なくとも１つのフッ素化酸ポリマーと
を含むことを特徴とするポリマー組成物。
【請求項２】
　前記導電性ポリマーが、式Ｉ：
【化１】
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（式中：
Ｒ１は、それぞれ同じかまたは異なるように独立して選択され、そして、水素、アルキル
、アルケニル、アルコキシ、アルカノイル、アルキルチオ、アリールオキシ、アルキルチ
オアルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキ
ルアミノ、アリール、アルキルスルフィニル、アルコキシアルキル、アルキルスルホニル
、アリールチオ、アリールスルフィニル、アルコキシカルボニル、アリールスルホニル、
アクリル酸、リン酸、ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、エポキシ
、シラン、シロキサン、アルコール、ベンジル、カルボキシレート、エーテル、エーテル
カルボキシレート、アミドスルホネート、エーテルスルホネート、エステルスルホネート
、およびウレタンから選択されるか；あるいは両方のＲ１基が一緒になってアルキレン鎖
またはアルケニレン鎖を形成して、３、４、５、６、または７員の芳香環または脂環式環
を完成させてもよく、その環は任意選択的に、１つまたは複数の二価の窒素原子、硫黄原
子、セレン原子、テルル原子、または酸素原子を含んでもよく、
ＱはＳｅまたはＴｅである）
を有する少なくとも１つのモノマーから製造されることを特徴とする請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　前記導電性ポリマーが、式Ｉ（ａ）：
【化２】

（式中：
Ｒ７は、それぞれ同じかまたは異なり、水素、アルキル、ヘテロアルキル、アルケニル、
ヘテロアルケニル、アルコール、アミドスルホネート、ベンジル、カルボキシレート、エ
ーテル、エーテルカルボキシレート、エーテルスルホネート、エステルスルホネート、お
よびウレタンから選択され、但し、少なくとも１つのＲ７は水素ではなく、
ｍは２または３であり、
Ｑ＝ＳｅまたはＴｅである）
を有する少なくとも１つの導電性前駆体モノマーから製造されることを特徴とする請求項
１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリマーが、式Ｖ：
【化３】
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（式中：
ＱはＳｅまたはＴｅであり；
Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、およびＲ１１は、それぞれ同じかまたは異なるように独立して選択
され、そして、水素、アルキル、アルケニル、アルコキシ、アルカノイル、アルキルチオ
、アリールオキシ、アルキルチオアルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、アミ
ノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリール、アルキルスルフィニル、アルコキシ
アルキル、アルキルスルホニル、アリールチオ、アリールスルフィニル、アルコキシカル
ボニル、アリールスルホニル、アクリル酸、リン酸、ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、シ
アノ、ヒドロキシル、エポキシ、シラン、シロキサン、アルコール、ベンジル、カルボキ
シレート、エーテル、エーテルカルボキシレート、アミドスルホネート、エーテルスルホ
ネート、エステルスルホネート、およびウレタンから選択され；
Ｒ８とＲ９、Ｒ９とＲ１０、およびＲ１０とＲ１１、のうち少なくとも１つが一緒になっ
てアルケニレン鎖を形成して、５または６員の芳香環を完成させ、その環は、任意選択的
に１つまたは複数の二価の窒素原子、硫黄原子、セレン原子、テルル原子、または酸素原
子を含んでもよい）
を有する少なくとも１つの導電性前駆体モノマーから製造されることを特徴とする請求項
１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記本質的に導電性のポリマーが、式ＶＩ：
【化４】

（式中：
ＱはＳｅまたはＴｅであり；
Ｔは、Ｓ、ＮＲ６、Ｏ、ＳｉＲ６

２、Ｓｅ、Ｔｅ、およびＰＲ６から選択され；
Ｚは、アルケニレン、アリーレン、およびヘテロアリーレンから選択され；
Ｒ６は水素またはアルキルであり；
Ｒ１２は、それぞれ同じかまたは異なり、そして、水素、アルキル、アルケニル、アルコ
キシ、アルカノイル、アルキルチオ、アリールオキシ、アルキルチオアルキル、アルキル
アリール、アリールアルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリール、
アルキルスルフィニル、アルコキシアルキル、アルキルスルホニル、アリールチオ、アリ
ールスルフィニル、アルコキシカルボニル、アリールスルホニル、アクリル酸、リン酸、
ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、ニトリル、シアノ、ヒドロキシル、エポキシ、シラン、
シロキサン、アルコール、ベンジル、カルボキシレート、エーテル、エーテルカルボキシ
レート、アミドスルホネート、エーテルスルホネート、エステルスルホネート、およびウ
レタンから選択される）
を有する前駆体モノマーから誘導されることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記フッ素化酸ポリマーが、カルボン酸基、スルホン酸基、スルホンイミド基、リン酸
基、ホスホン酸基、およびそれらの組み合わせから選択される酸性基を含むことを特徴と
する請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
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　前記フッ素化酸ポリマーが、有機溶剤でぬらすことができることを特徴とする請求項１
に記載の組成物。
【請求項８】
　フッ素化酸ポリマーが、１，１－ジフルオロエチレンと２－（２，２－ジフルオロ－２
－（トリフルオロメチル）アリルオキシ）－１，１，２，２－テトラフルオロエタンスル
ホン酸とのコポリマー、エチレンと２－（２－（１，２，２－トリフルオロビニルオキシ
）－１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）－１，１，２，２－テトラフ
ルオロエタンスルホン酸とのコポリマー、およびそれらの組み合わせから選択されること
を特徴とする請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　前記フッ素化酸ポリマーが、式ＶＩＩ：
【化５】

（式中：
ｑは１～５の整数であり、
Ｒ１３はＯＨまたはＮＨＲ１４であり、
Ｒ１４は、アルキル、フルオロアルキル、スルホニルアルキル、またはスルホニルフルオ
ロアルキルである）
および式ＶＩＩＩ：

【化６】

から選択される式を有する少なくとも１つのモノマーから誘導されることを特徴とする請
求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記フッ素化酸ポリマーが、フッ素化ポリマー主鎖および
式Ｘ：
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【化７】

（式中：
Ｒ１５は、フッ素化アルキレン基またはフッ素化ヘテロアルキレン基であり；
Ｒ１６は、フッ素化アルキル基またはフッ素化アリール基であり；
ｐは０または１～４の整数である）
を有する側鎖を含むことを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記フッ素化酸ポリマーが式ＸＩ：
【化８】

（式中：
Ｒ１６は、フッ素化アルキルまたはフッ素化アリール基であり；
ａ、ｂ、ｃ、ｄ、およびｅはそれぞれ独立して、０または１～３の整数であり；
ｎは少なくとも４である）
を有することを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記本質的に導電性のポリマーがポリ（３，４－エチレンジオキシセレノフェン）であ
ることを特徴とする請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　請求項１に記載のポリマー組成物を含む少なくとも１つの緩衝層を含むことを特徴とす
る電子デバイス。
【請求項１４】
　前記本質的に導電性のポリマーがポリ（３，４－エチレンジオキシセレノフェン）であ
ることを特徴とする請求項１３に記載のデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
式中：Ｒ1は、それぞれ同じかまたは異なるように独立して選択され、そして、水素、ア
ルキル、アルケニル、アルコキシ、アルカノイル、アルキルチオ、アリールオキシ、アル
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キルチオアルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジ
アルキルアミノ、アリール、アルキルスルフィニル、アルコキシアルキル、アルキルスル
ホニル、アリールチオ、アリールスルフィニル、アルコキシカルボニル、アリールスルホ
ニル、アクリル酸、リン酸、ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、シアノ、ヒドロキシル、エ
ポキシ、シラン、シロキサン、アルコール、ベンジル、カルボキシレート、エーテル、エ
ーテルカルボキシレート、アミドスルホネート、エーテルスルホネート、エステルスルホ
ネート、およびウレタンから選択されるか；あるいは両方のＲ1基が一緒になってアルキ
レン鎖またはアルケニレン鎖を形成して、３、４、５、６、または７員の芳香環または脂
環式環を完成させてもよく、その環は任意選択的に、１つまたは複数の二価の窒素原子、
硫黄原子、セレン原子、テルル原子、または酸素原子を含んでもよい。Ｑ＝Ｓｅ、Ｔｅで
ある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
式中：
　ＱはＳｅまたはＴｅであり；
　Ｒ8、Ｒ9、Ｒ10、およびＲ11は、それぞれ同じかまたは異なるように独立して選択され
、そして、水素、アルキル、アルケニル、アルコキシ、アルカノイル、アルキルチオ、ア
リールオキシ、アルキルチオアルキル、アルキルアリール、アリールアルキル、アミノ、
アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリール、アルキルスルフィニル、アルコキシアル
キル、アルキルスルホニル、アリールチオ、アリールスルフィニル、アルコキシカルボニ
ル、アリールスルホニル、アクリル酸、リン酸、ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、ニトリ
ル、シアノ、ヒドロキシル、エポキシ、シラン、シロキサン、アルコール、ベンジル、カ
ルボキシレート、エーテル、エーテルカルボキシレート、アミドスルホネート、エーテル
スルホネート、エステルスルホネート、およびウレタンから選択され；
　Ｒ8とＲ9、Ｒ9とＲ10、およびＲ10とＲ11、のうち少なくとも１つがアルケニレン鎖を
形成して５または６員の芳香環を完成させ、その環は、任意選択的に１つまたは複数の二
価の窒素原子、硫黄原子、セレン原子、テルル原子、または酸素原子を含むことができる
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
式中：
　ＱはＳｅまたはＴｅであり；
　Ｔは、Ｓ、ＮＲ6、Ｏ、ＳｉＲ6

2、Ｓｅ、Ｔｅ、およびＰＲ6から選択され；
　Ｅは、アルケニレン、アリーレン、およびヘテロアリーレンから選択され；
　Ｒ６は、水素またはアルキルであり；
　Ｒ12は、それぞれ同じかまたは異なるものであり、水素、アルキル、アルケニル、アル
コキシ、アルカノイル、アルキルチオ、アリールオキシ、アルキルチオアルキル、アルキ
ルアリール、アリールアルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アリール
、アルキルスルフィニル、アルコキシアルキル、アルキルスルホニル、アリールチオ、ア
リールスルフィニル、アルコキシカルボニル、アリールスルホニル、アクリル酸、リン酸
、ホスホン酸、ハロゲン、ニトロ、ニトリル、シアノ、ヒドロキシル、エポキシ、シラン
、シロキサン、アルコール、ベンジル、カルボキシレート、エーテル、エーテルカルボキ
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シレート、アミドスルホネート、エーテルスルホネート、エステルスルホネート、および
ウレタンから選択されるか；あるいは２つのＲ12基が一緒になってアルキレン鎖またはア
ルケニレン鎖を形成して、３、４、５、６、または７員の芳香環または脂環式環を完成さ
せてもよく、その環は任意選択的に１つまたは複数の二価の窒素原子、硫黄原子、セレン
原子、テルル原子、または酸素原子を含んでもよい。
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